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ご相談はお気軽に！

◆
基
本
構
想
策
定
の
目
的

　　も
み
じ
谷
葬
斎
場
の
現
状
を
踏

ま
え
て
課
題
を
整
理
し
た
う
え

で
、現
在
の
施
設
が
抱
え
る
様
々

な
課
題
等
の
解
消
を
図
る
た
め
、

火
葬
場
整
備
計
画
審
議
会
か
ら

の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、新
火
葬

場
を
整
備
す
る
う
え
で
の
施
設
整

備
の
基
本
方
針
や
必
要
な
機
能

な
ど
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
す

も
の
と
し
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　◆長
崎
市
も
み
じ
谷
葬
斎

場
の
現
状
等

　
⑴
施
設
等
の
概
要（
抜
粋
）

h

名
称
・
所
在
地

長
崎
市
も
み
じ
谷
葬
斎
場

長
崎
市
淵
町
26
番
６
号

h

主
な
経
緯

〈
大
正
10
年
４
月
〉

市
営
火
葬
場
と
し
て
設
置

〈
昭
和
53
年
12
月
〉全
面
建
替
え

〈
昭
和
56
年
４
月
〉

「
長
崎
市
も
み
じ
谷
葬
斎
場
」

と
改
称

h

そ
の
他

待
合
室
８
室
：

（
う
ち
３
室
は
間
仕
切
っ
て
６

室
と
し
、計
11
室
と
し
て
使
用
）

※

収
容
人
数
最
大
３
８
０
人

拾
骨
室
１
室
：

（
間
仕
切
っ
て
２
室
と
し
て

使
用
）

駐
車
場
：

（
バ
ス
４
台
、普
通
車
96
台
、

障
害
者
用
１
台
）

⑵
建
物
及
び
設
備
等
の
現
状
と

主
な
課
題

h

建
物

・
老
朽
化
の
進
行
に
伴
い
、建
物

の
補
修
頻
度
や
維
持
管
理
費

の
増
加
等
が
懸
念
さ
れ
る
。

・
火
葬
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ

る
中
、告
別
室
等
の
諸
室
の

不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。

h

火
葬
機
能

・
遺
族
等
が
そ
れ
ぞ
れ
専
用
使

用
で
き
る
告
別
室
や
拾
骨
室

が
な
い
。

h

待
合
機
能

・
待
合
室
不
足
の
解
消
の
た

め
、簡
易
的
な
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
間
仕
切
っ
て
使
用
す
る

待
合
室
も
あ
り
、遺
族
等
の

心
情
等
に
十
分
に
配
慮
で
き

て
い
な
い
。

・
待
合
室
の
収
容
人
数
を
超
え

る
人
数
の
遺
族
等
が
来
場
し

た
場
合
に
対
応
可
能
な
待

機
場
所
が
な
い
。

h

動
線

・
炉
前
ホ
ー
ル
か
ら
待
合
室
へ
の

移
動
の
際
に
玄
関
ホ
ー
ル（
告

別
室
）を
経
由
す
る
動
線
と

な
っ
て
い
る
な
ど
、火
葬
に
伴

う
遺
族
等
の
一
連
の
動
線
が
玄

関
ホ
ー
ル
付
近
で
交
錯
す
る
も

の
と
な
っ
て
お
り
、遺
族
等
に

十
分
な
配
慮
が
で
き
て
い
な
い
。

⑶
施
設
整
備
に
あ
た
っ
て
の
基
本

的
な
考
え
方

　も
み
じ
谷
葬
斎
場
は
、全
面
建

替
え
か
ら
44
年
を
迎
え
、施
設
の

目
標
使
用
年
数
ま
で
残
り
21
年

と
な
り
ま
す
が
、現
在
の
施
設
は

様
々
な
課
題
等
を
抱
え
て
お
り
、

今
後
、よ
り
深
刻
に
な
っ
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
課
題
等
の
早
期
解
消

の
た
め
の
建
替
え
に
向
け
、施
設

整
備
の
基
本
的
な
考
え
方
。

①
必
要
な
機
能

h

火
葬
機
能

・
将
来
の
火
葬
需
要
に
基
づ
く

必
要
な
基
数
の
火
葬
炉

・
環
境
面
に
配
慮
し
た
火
葬
設

備
等

・
火
葬
機
能
・
火
葬
炉
の
耐
久

性
の
向
上
や
遺
族
等
に
配
慮

し
た
前
室（
冷
却
室
）

・
遺
族
等
が
単
独
使
用
で
き
る

告
別
室
や
拾
骨
室

h

待
合
機
能

・
遺
族
等
が
単
独
使
用
で
き
る

待
合
室

・
身
体
障
害
者
や
高
齢
者
等
も

利
用
し
や
す
い
待
合
室

・
大
人
数
の
遺
族
等
に
も
対
応

で
き
る
汎
用
性
の
高
い
待
合

室
や
待
合
ホ
ー
ル

・
遺
族
等
の
待
合
快
適
性
等
を

考
慮
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
や
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
等

h

駐
車
機
能

・
遺
族
等
の
来
場
見
込
み
数
に

応
じ
た
駐
車
場

⑷
建
替
え
時
期
と
場
所
の
考
え
方

h

建
替
え
時
期

　火
葬
件
数
の
ピ
ー
ク
と
見
込

ま
れ
る
令
和
17
〜
21
年
に
向

か
っ
て
、よ
り
深
刻
に
な
っ
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、こ
れ
ら
の
課
題
を
可
能
な

限
り
早
期
に
解
消
す
る
た
め
、

施
設
の
目
標
使
用
年
数
を
待
た

ず
、遅
く
と
も
令
和
17
年
度
ま

で
に
は
供
用
開
始
で
き
る
よ
う

検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

h

建
替
え
場
所

・
新
火
葬
場
に
必
要
な
機
能
と

望
ま
し
い
環
境
が
確
保
で
き

る
敷
地
規
模
を
有
す
る
土
地

・
火
葬
場
設
置
に
係
る
関
係
法

令
と
の
関
係
性（
土
砂
災
害

防
止
法
等
）

・
長
与
町
、時
津
町
を
包
含
す

る
市
内
全
域
か
ら
の
交
通
ア

ク
セ
ス
の
良
さ

・
周
辺
環
境（
景
観
、静
け
さ
、

住
宅
の
立
地
状
況
等
）

・
造
成
等
の
必
要
性
や
イ
ン
フ

ラ
施
設
の
整
備
状
況

・
敷
地
整
備
等
に
要
す
る
概
算

費
用

い
つ
わ
清
隆
の
主
な
役
職

【
議
会
】

g

環
境
経
済
委
員
会
委
員

g

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
経
済
対
策
特

別
委
員
会

g

核
兵
器
廃
絶
長
崎
市
議
会
議

員
連
盟
会
長

g

長
崎
市
議
会
大
村
湾
横
断
浮
橋

架
橋
推
進
議
員
連
盟
副
会
長

【
行
政
】

g

長
崎
市
行
政
改
革
審
議
会
委
員

【
地
域
】

g

女
の
都
自
治
会
会
長

g

西
浦
上
東
部
地
区
自
治
連
合

会
副
会
長

g

女
の
都
地
区
青
少
年
育
成
協

議
会
顧
問

g

長
崎
市
消
防
団
第
三
分
団
後

援
会
副
会
長

g

長
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
西

浦
上
東
部
支
部
副
支
部
長

【
そ
の
他
】

g

長
崎
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
会
長

g

瓊
浦
高
等
学
校
評
議
員

g

国
民
民
主
党
長
崎
県
連
副
代
表

長崎市新火葬場基本構想（素案）概要

建て替えに向けた検討が進む「もみじ谷葬斎場」

やさしい街づくり！元気な長崎！

だ
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　五  

輪  

清  

隆

〜
武
雄
温
泉
駅
）は
、
線
路
延
長
約
66
㎞

を
フ
ル
規
格
に
よ
り
整
備
し
、
武
雄
温
泉

駅
で
博
多
・
武
雄
温
泉
駅
間
を
運
行
す
る

在
来
線
の
特
急
列
車
と
同
じ
ホ
ー
ム
で
乗

り
換
え
を
行
う「
対
面
乗
換
方
式
」で
あ
り

ま
す
が
開
業
さ
れ
ま
し
た
。

　開
業
ま
で
に
は
紆
余
曲
折
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
日
ま
で

関
係
さ
れ
た
皆
さ

ん
に
は
長
い
期
間

の
努
力
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　今
後
は
新
幹
線

の
開
業
効
果
を
活

か
し
た
取
り
組
み

で
長
崎
県
・
佐
賀

県
が
連
携
を
図
り

な
が
ら
相
乗
効
果

に
結
び
繋
げ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　令
和
２
年
３
月

議
会
の
一
般
質
問

で
老
朽
化
す
る「
長

崎
市
も
み
じ
谷
葬

斎
場
」の
建
て
替
え

計
画
に
つ
い
て
質

疑
を
行
い
、
令
和

３
年
度
末
ま
で
に

建
て
替
え
に
向
け
た
基
本
構
想
を
提
示
す

る
と
の
回
答
を
得
て
期
限
よ
り
半
年
遅
れ

と
な
り
ま
し
た
が
、
９
月
議
会
の
委
員
会

に
て
所
管
事
項
と
し
て
建
設
に
向
け
た
第

一
歩
と
な
る
基
本
構
想
の
素
案
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
素
案
で
は
火
葬
場
を
利
用
す

る
長
崎
市
と
西
彼
杵
郡
長
与
町
・
時
津
町

の
将
来
人
口
推
計
に
基
づ
き
、
火
葬
需
要

が
２
０
３
５
〜
２
０
３
９
年
に
ピ
ー
ク
を

迎
え
年
間
見
込
み
件
数
が
増
加
す
る
こ
と

や
、
必
要
な
機
能
と
し
て
遺
族
が
単
独
で

使
用
で
き
る
告
別
室
や
捨
骨
室
の
設
置
な

ど
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
早
期
に
完

成
し
て
供
用
で
き
る
よ
う
に
議
会
で
要
請

し
て
行
き
ま
す
。（
詳
し
い
基
本
構
想
を
４

ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
）

　今
年
も
残
り
２
か
月
と
な
り
ま
し
た

が
、
寒
さ
が
身
に
染
み
る
季
節
に
な
り
ま

す
の
で
健
康
管
理
に
充
分
注
意
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　私
も
市
会
議
員
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
が「
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環

境
づ
く
り
」に
向
け
て
諸
活
動
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
く
決
意
で
す
。

　皆
様
方
に
は
更
な
る
ご
指
導
・
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　晩
秋
の
候
、
皆
さ
ま
に
於
か
れ
ま
し
て

は
益
々
ご
健
勝
に
て
、
ご
活
躍
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　９
月
23
日
に
西
九
州
新
幹
線（
長
崎
駅

西九州新幹線（かもめ）開業（９月23日）

西
九
州
新
幹
線
が
開
業
！

西
九
州
新
幹
線
が
開
業
！

新
火
葬
場
建
設
へ

一
歩
前
進
！

新
火
葬
場
建
設
へ

一
歩
前
進
！

身
体
に
充
分
に
注
意
し
て
下
さ
い

身
体
に
充
分
に
注
意
し
て
下
さ
い



　
令
和
４
年
９
月
長
崎
市
議
会
定
例
会
は
、
９
月
１
日（
木
）か
ら

15
日（
木
）ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
案
で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

費
」（
約
12
億
円
）「
妊
婦
生
活
支
援
特
別
給
付
金
費
」（
約
１
億
３
千

万
円
）な
ど
総
額
約
36
億
７
０
０
万
円
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
条
例
改
正
案
・
人
事
案
な
ど
34
件
が
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
条
例
改
正
で
は
、
65
歳
ま
で
段
階
的
に
引
き
上
げ
る「
長
崎
市
職

員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」、
工
事
の
請
負
契
約
で

は「
新
東
工
場
整
備
運
営
事
業
建
設
工
事
」が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
議
会
の
日
程
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
為

に
常
任
委
員
会
審
査
後
に
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
９
月
議
会

■ 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
運
営
費
）

…

４
３
９
万
５
千
円

　
市
民
の
利
便
性
向
上
と
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策

と
し
て
貸
室
に
お
け
る
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ

環
境
を
整
備
す
る
も
の
。

〈
対
象
施
設
〉28
施
設

■ 

高
齢
者
施
設
福
祉
費

…

１
，０
０
４
万
４
千
円

⑴
老
人
ホ
ー
ム
入
所
措
置
費

…

４
３
２
万
円

　
老
人
ホ
ー
ム
に
勤
務
す
る
支
援

員
の
処
遇
改
善（
３
％
程
度
の
賃
金

改
善
）の
た
め
、令
和
４
年
４
月
分

か
ら
措
置
費
を
増
額
す
る
も
の
。

⑵
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
事
務
費
補
助
金

…

５
７
２
万
４
千
円

　
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
勤
務
す
る

介
護
職
員
の
処
遇
改
善（
３
％
程

度
の
賃
金
改
善
）に
必
要
な
経
費

を
令
和
４
年
４
月
分
か
ら
助
成
す

る
も
の
。

■ 
放
課
後
対
策
推
進
費（
放
課
後

児
童
健
全
育
成
費
）

…
３
，０
９
５
万
４
千
円

　
令
和
４
年
２
月
か
ら
９
月
ま
で

実
施
し
て
い
る
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
勤
務
す
る
職
員
の
処
遇
改
善

（
３
％
程
度
の
賃
金
改
善
）を
令
和

４
年
10
月
以
降
も
継
続
す
る
た
め
、

各
施
設
が
必
要
な
経
費
を
助
成
す

る
も
の
。

■ 

都
市
交
通
対
策
費（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
運
行
費
）

…

２
，０
０
０
万
円

　
公
共
交
通
の
維
持
存
続
に
向
け

た
実
施
計
画
と
し
て
策
定
し
た「
長

崎
市
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
実

施
計
画（
東
部
地
区
）」に
基
づ
き
、

地
域
住
民
の
移
動
手
段
を
維
持
す

る
た
め
、東
部
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
運
行
経
費
を
支
援
す
る

も
の
。

■ 

妊
婦
生
活
支
援
特
別
給
付
金
給

付
事
業
費…

１
億
２
，５
０
０
万
円

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
に
よ
り
、妊
娠
期
に
係

る
準
備
費
用
な
ど
生
活
費
全
体
へ

の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、妊
娠
期
を
安
心
し
て
過
ご

せ
る
よ
う
、妊
婦
に
対
し
て
市
独
自

の
給
付
金
を
給
付
す
る
も
の
。

給
付
対
象
者
：

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
妊
娠

届
出
を
行
っ
た
者
。

給
付
額
：

妊
婦
一
人
当
た
り
１
回
限
り
５

万
円

給
付
開
始
時
期
：
令
和
４
年
11
月

■ 

児
童
福
祉
施
設
整
備
事
業
費
補

助
金…

…

５
，４
９
７
万
４
千
円

　
入
所
児
童
の
保
育
環
境
の
向
上

を
図
る
た
め
、老
朽
化
し
た
民
間
認

定
こ
ど
も
園
の
施
設
整
備
に
係
る

経
費
を
助
成
す
る
も
の
。

■ 

市
街
地
再
開
発
事
業
費（
新
大

工
歩
道
橋
）……

…

２
，１
０
０

万
円

　
試
堀
の
結
果
、水
道
管
が
支
障
と

な
る
た
め
、基
礎
工
事
の
変
更
に
伴

い
工
事
費
な
ど
を
増
額
す
る
も
の
。

主
な
予
算
の
内
容

主
な
予
算
の
内
容

一般会計補正予算（総額36億70万円）
　　　　　　　　　 34件を可決・同意！
一般会計補正予算（総額36億70万円）
　　　　　　　　　 34件を可決・同意！

ポストコロナ経済対策特別委員会

３年ぶりに広島市原爆死没者慰霊平和記念式に参列しました

参加者を代表して献花

意見交換で代表者あいさつを行う

三
ツ
山
町
の
陸
上
養
殖

琴
海
長
浦
町
の

　
　
　
　「
い
ち
ご
の
施
設
園
芸
」

　
核
兵
器
廃
絶
長
崎
市
議
会
議
員
連
盟
会
長
と
し
て
同
僚
議
員

６
名
と
前
日（
５
日
）に
広
島
市
平
和
公
園
で
の
献
花
後
に
広
島

市
議
会
平
和
推
進
会
議
役
員
・
正
副
議
長（
11
名
）と
の
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。長
崎
市
議
会
は
世
界
に
お
け
る
核
兵
器
廃

絶
の
実
現
を
図
り
、国
内
外
の
人
々
と
平
和
へ
の
思
い
を
共
有

す
る
と
共
に
、平
和
活
動
に
寄
与
す
る
と
い
う
目
的
の
も
と
平

成
28
年
３
月
に
全
議
員
の
賛
同
を
得
て
核
兵
器
廃
絶
長
崎
市
議

会
議
員
連
盟
を
設
立
し
て
い
ま
す
。

　
広
島
市
議
会
も
議
員
連
盟
設
立
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
が
、全
議
員
の
賛
同
が
出
来
な
い
状
況
が
続
き
、令
和
３
年

６
月
25
日
に「
広
島
市
平
和
推
進
基
本
条
例
」が
制
定
さ
れ
、広
島

市
議
会
は
平
和
推
進
会
議
を
設
立
さ
れ
両
議
会
で
初
め
て
の
意

見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。（
来
年
は
長
崎
市
議
会
で
開
催
予
定
）

〈
主
な
協
議
項
目
〉

⑴
長
崎
市
議
会
事
務
局
と
広
島
市
議
会
事
務
局
と
の
協
議

結
果

⑵
令
和
３
年
度
の
国
へ
の
要
望（
意
見
書
の
提
出
）

⑶
平
和
首
長
会
議
へ
の
取
り
組
み
の
参
加
、原
爆
展
の
開
催
、

平
和
学
習
の
実
施

⑷
平
和
首
長
会
議
へ
の
加
盟

⑸
長
崎
市
議
会
・
広
島
市
議
会
の
相
互
交
流

〈
現
地
調
査
報
告
〉

　　
令
和
４
年
９
月
９
日
に
現
地

調
査
で
長
崎
市
内
の
「
陸
上
養

殖
」「
い
ち
ご
栽
培
」
の
施
設

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　⑴
現
地
調
査
の
概
要

〜
長
崎
市
三
ツ
山
町
に
お
け

る
陸
上
養
殖
に
つ
い
て
〜

《
陸
上
養
殖
の
概
要
》

①
開
始
時
期

　
平
成
10
年
〜

②
陸
上
養
殖
の
形
式

　
閉
鎖
循
環
型
養
殖

③
養
殖
施
設
の
規
模

水
槽
22
基
（
水
槽
サ
イ
ズ

１
ト
ン
〜
60
ト
ン
）

④
養
殖
魚
種

h

ク
エ
（
１
２
，０
０
０
尾
）

　（
１
年
半
〜
３
年
で
出
荷
）

h

シ
マ
ア
ジ（
５
０
０
尾
）・

（
１
年
半
〜
２
年
で
出

荷
）

⑤
主
な
出
荷
先

地
元
料
理
店
、
長
崎
魚

市
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
、産
直
通
販
サ
イ
ト「
食

ベ
チ
ョ
ク
」
ほ
か

《
特
徴
（
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
経
済

対
策
に
つ
な
が
る
取
組
み
）》

①
海
の
近
く
で
は
な
く
山
間

で
の
養
殖

②
台
風
、
赤
潮
等
の
自
然
条

件
の
影
響
が
少
な
い

　
↓
　
リ
ス
ク
回
避

③
少
な
い
従
業
員
で
高
い
歩

留
ま
り
を
維
持

↓
　
省
力
化
・
生
産
性

向
上

④
飼
育
水
を
再
び
使
用
す
る

閉
鎖
循
環

↓
　
コ
ス
ト
削
減
・
長
崎

発
の
新
技
術

⑵
現
地
調
査
の
概
要

　
〜
施
設
園
芸
の
高
度
化
〜

《
概
要
》

①
施
設

い
ち
ご
低
コ
ス
ト
耐
候
性
ハ

ウ
ス
１
，４
４
０
㎡
（
３

連
棟
）

②
所
在

長
崎
市
長
浦
町

③
生
産
者

　
Ｊ
Ａ
長
崎
せ
い
ひ
こ
と
の

う
み
い
ち
ご
部
会
　
会
員

④
施
設
概
要

環
境
測
定
装
置
、
自
動
換

気
装
置
、高
設
栽
培
施
設
、

炭
酸
ガ
ス
発
生
装
置
、
自

動
灌
水
装
置
、
暖
房
機

⑤
建
設
年
度

令
和
３
年
度

⑥
事
業
名

国
：
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
（
低
コ

ス
ト
耐
候
性
ハ
ウ
ス
）

市
：
農
業
新
規
参
入
促
進

事
業
（
圃
場
整
備
、

農
業
機
械
の
導
入

等
）

南部地区で運行されているコミュニティバス

新大工歩道橋（イメージ図）
（蛍茶屋側から諏訪神社方面を望む）


